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労働安全衛生規則の一部改正について 
 

 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素は、当協会の事業運営について特段のご理解ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、今般、熱中症予防に関し、労働安全衛生規則の一部を改正する旨の通知が厚生労働省

よりありましたのでお知らせいたします。 
敬具 

記 
 
１．改正の概要 
 

① 熱中症を生ずるおそれのある作業※１を行う際に、「熱中症の自覚症状がある作業者」 
又は「熱中症のおそれがある作業者を見つけた者」が、その旨を報告するための体制 

（連絡先や担当者）を事業場ごとにあらかじめ定め、関係作業者に対して周知すること。 
 
※１ ＷＢＧＴ（湿球黒球温度）２８度又は気温３１度以上の作業場において行われる 

作業で、継続して１時間以上又は１日当たり４時間を超えて行われることが見込 
まれるもの 

 
 

② 熱中症を生ずるおそれのある作業を行う際に、作業からの離脱、身体の冷却、必要に
応じて医師の診察又は処置を受けさせること、熱中症の症状の悪化を防止するために
必要な措置に関する内容や実施手順（緊急連絡網、緊急搬送先の連絡先及び所在地等）
を事業場ごとにあらかじめ定め、関係作業者に対して周知すること。 

 
 

２．施行日   令和 ７年 ６月 １日 
 
 
３．その他 
  今般の改正に関するリーフレットについては、６月号の広報トラックへ同封予定です。 
  また、陸災防栃木県支部ＨＰ、栃木県トラック協会ＨＰにも掲載しております。 
 

 

４．お問合せ    陸災防協会栃木県支部事務局  電話 028-658-2515 
ホームページ  http://www.rikusaibo-tochigi.org/ 



STOP・熱中症！
熱中症対策が義務化されます

陸運業では、熱中症による死亡災害が急増しています（ 令和５年１人、令和６年６人 ）

休業４日以上の死傷災害も近年増加
の一途を辿っており、陸運業にとっ
て熱中症対策は喫緊の課題です。

令和７年６月１日施行の改正労働安全衛生規則により、熱中症対策が義務化されます。
熱中症について正しい知識を身につけ、適切に対処しましょう。

陸上貨物運送事業労働災害防止協会

熱中症対策の義務化により、以下の取組が必要となります。
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運送業における熱中症の推移（人）

なお、熱中症はドライ
バーだけでなく、構内
作業者によるものも増
加しており、注意が必
要です。

発生月 業種 年代 気温℃ 事案の業務・作業概要

7 陸上貨物取扱業 30歳代 33.2 倉庫作業員。倉庫内で、電線ドラムのピッキング作業中。

7 一般貨物運送事業 50歳代 36.0 長距離の貨物輸送ドライバー。トラックへ建設資材の積み込み作業中。

7 一般貨物運送事業 60歳代 35.7 ダンボールの配送業務ドライバー。フォークリフトの横に仰向けに倒れていた。

8 陸上貨物取扱業 40歳代 39.3 倉庫作業員。倉庫内で自動車部品の容器への詰め替え作業中。

8 特定貨物自動車運送業 60歳代 32.6 ガスボンベの輸送業務ドライバー。ガスボンベをプラットホームに下ろし作業中。

9 一般貨物運送事業 40歳代 29.6 ドライバー。天井クレーンを用い、トラックの荷台上でパイプ束の玉掛け作業中。



熱中症のおそれのある者に対する処置の例（フロー）

2025.05

熱中症 正しい知識と 正しい対処 即時の判断 命を守る
令和７年度安全衛生標語 健康部門優秀作品

WBGT（暑さ指数）28度以上
又は気温31度以上の環境下

連続1時間以上又は1日4時間を
超えて実施が見込まれる作業＋

※WBGT値はWBGT指数計又は環境省HPで確認

【対象となる作業】






















